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　MBOは，1954 年に Druckerがその著書『現代の経営』において「目標と










る。［奥野，1996，p. 91］関西生産性本部の調査によると，1965 年には 24％（183
社中 44 社）の企業がMBOを導入していたが，1970 年には 45％（194 社 89 社）











対象としている。           
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調査年 1995 1997 2001 2003-2004 2006-2007 2009-2010
主要企業 54.3% 54.7% 64.2% 77.3% 76.0% 73.8%
中堅・中小企業 38.3% 42.8% 52.2% － － －
従業員数3,000人以上の企業
（2006年調査より1,000人以上） 70.1% 68.5% 79.3% 92.3% 85.5% 77.8%
出所：［労務行政研究所，1996, p. 50］，［労務行政研究所，1998, p. 54］，［労務行政
研究所，2001, p. 61］，［労務行政研究所，2004, p. 60］，［労務行政研究所，2007, p. 
64］，［労務行政研究所，2010, p. 72］にもとづき作成。
　この調査によると，MBOは，2000 年代中頃には 7割を越える企業で導入さ








































































































































































































で行われてきたいくつかの調査結果をもとに，1980 年代後半から 2000 年ぐら
いまでの期間におけるMBOの導入／運用目的とその効果について検討してみ
たい。           
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　まず，下崎［1987］による「目標管理についての実態調査」について検討する。
　同調査では，無作為抽出した 500 社（一部上場企業 205 社，富山県内企業
255 社，富山県内官公庁等 40 社）を対象に調査票を送付し，185 通を回収して
いる（回収率 37.0％）。［下崎，1987, p. 69］
　同調査におけるMBOの導入状況は 12.4％（23 社）であり，「何らかの目標
を設定して管理している」企業（下崎［1987］では「その他企業」と呼称して






















21社 12社 15社 17社 9社 15社 4社
91.3% 52.2% 65.2% 73.9% 39.1% 65.2% 17.4%
Ｂ．その他
　  企業
97社 37社 40社 52社 16社 64社 3社
80.2% 30.6% 33.1% 43.0% 13.2% 52.9% 2.5%





























































全体で 22.0％であるが，従業員数 1,000 人以上の大企業では 13.7％，299 人以          









成果・業績主義の徹底 75.0% 1.3% 75.3% 23.4% 62.2%
予算の達成 24.2% － 66.7% 33.3% 9.9%
管理者のマネジメント力向上 56.5% 1.8% 59.6% 38.6% 49.5%
組織の活性化 59.7% － 48.3% 51.7% 18.9%
チャレンジの奨励 58.9% 1.7% 61.0% 37.3% 26.1%
組織目標と個人目標の統合 74.2% 3.7% 72.8% 22.2% 31.5%
参画による動機づけ 43.5% － 60.9% 39.1% 9.9%
能力開発 54.8% 1.8% 51.8% 44.6% 29.7%
社員の自己統制 34.7% － 55.3% 44.7% 15.3%
社員の働きがいや自己実現 44.4% － 47.7% 52.3% 20.7%
個の尊重 20.2% 4.8% 57.1% 38.1% 7.2%
上司と部下のコミュニケーション 68.5% 8.6% 64.3% 27.1% 30.6%
社員の意識改革 44.4% 9.3% 46.5% 44.2% 32.4%
契約主義の浸透 4.0% － 75.0% 25.0% 10.8%
経営戦略の具体化 20.0% 5.0% 40.0% 55.0% 17.1%
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ト研究会，1995, p. 6］2000 年の調査では，上場・非上場企業から無作為抽出








1995 年 2000 年
導入している 57.9%（136社） 79.9%（357社）
導入予定 24.7%（   58社） 11.9%（   53社）
導入予定なし 7.2%（   17社） 4.3%（   19社）
その他 8.9%（   21社） 2.5%（   11社）










1995 年 2000 年
度数（社） ％ 度数（社） ％
経営ビジョン・経営計画の具体化 － － 138 38.7%
予算の達成 21 15.4% 87 24.4%
成果・業績主義の徹底 82 60.3% 221 61.9%
チャレンジ奨励 37 27.2% 73 20.4%
風土活性化 8 5.9% 38 10.6%
上司と部下のコミュニケーション － － 97 27.2%
組織と個人の統合 27 19.9% 57 16.0%
個の尊重 5 3.7% 10 2.8%
参画による動機づけ 28 20.6% 44 12.3%
社員の自己統制 4 2.9% 29 8.1%
社員の自己実現（働きがい実現） 13 9.6% 27 7.6%
能力開発 37 27.2% 99 27.7%
人事評価制度の補完 － － 132 37.0%
人材アセスメント － － 4 1.1%
その他 1 0.7% 4 1.1%
不明・無回答 8 5.9% 2 0.6%
出所：［産能大学目標によるマネジメント研究会，1995, p. 14, 図表1－(5)－①］なら























92 社（25.8％），「予算の達成」47 社（13.2％），「人事評価制度の補完」21 社（5.9％）
などとなっている。優先度が 2番目に高い項目は，「成果・業績主義の徹底」
59 社（16.5％），「能力開発」43 社（12.0％），「上司と部下のコミュニケーション」
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　Migliore（R. H. Migliore）は，MBOのプロセスに戦略と長期計画を取り
入れた「戦略的長期経営計画／目標管理」（strategic long-range planning/




いているひとつの経営管理哲学である。」［Migliore, 1983, p. 2 （同訳書，1986,
pp. 2-3］
　そして，このMBOのプロセスは次の 9つのステップからなるとしている。



































































































出所：［五十嵐, 1995, p. 52, 図表3］
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先行指標）を結びつける因果関係の連鎖」［Kaplan & Norton, 2001, p. 69（同




［Kaplan & Norton, 2001, p. 10（同訳書，2001, p. 28）］は戦略マップ（strategy
maps）と呼ばれており，「組織体の戦略と直結した BSCを作成するための基





























































































出所：［櫻井, 2008, p. 259, 図表12-5］





























これら 1,669 社に対しアンケートを送付した（なお，送付した 1,669 社の内，






























の導入率が 6 ～ 7 割を越える結果となっているが，本調査結果においても，
76.9％と高い割合でMBOが導入されていることが明らかとなった。なお，従
業員数が 1,000 人以上の企業においては 76.7％（60 社中 46 社）であった。
　MBOの導入時期に関しては，1990 年以前に導入した企業が 18 社（25.7％），
1991 ～ 1995 年が 4 社（5.7％），1996 ～ 2000 年が 18 社（25.7％），2001 年以

























































表 11 のMBOの運用効果においても，「予算の実行」について「きわめて効果          
あり」「効果あり」を選択している企業は 61.5％と高い割合を示しており，そ
の結びつきの効果が認められる結果となっている。































のとおりである。           













かで回答してもらった。           
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